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筑波大学では，特別支援教育における専門的知識と実践力に優れた教員の養成を目的として，教育局特別支援教育連携推進グループ，附属特別支援学校５校，筑波大学人間系が協働しながら現職教員研修を実施しています。本研修は，附属特別支援学校５校を活用した実践型の研修であること，人間系教員から専門的知識を幅広く学ぶことができることを特色としています。実践の知を精緻化して深め，
実践に返すことを目指した研修

附属
特別支援学校５校



・附属視覚特別支援学校
・附属聴覚特別支援学校
・附属大塚特別支援学校
（知的障害）
・附属桐が丘特別支援学校
（肢体不自由）
・附属久里浜特別支援学校
（知的障害を伴う自閉症）
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	筑波大学

研修コース紹介
障害種における専門性の向上を目指すコースと特別支援教育に関する総合的な指導力向上を目指すコースの二つを設けています。


 
専門性
向上研修







期間
6ヶ月，１年
自らのもつ課題について，長期実践実習，演習，講話等を通して，障害種における専門性の向上を図る。







ねらい










附属学校における
長期実践実習





演習
講話等

主な研修内容

特別支援教育に関する講話


子どもの理解
アセスメント
指導・支援の実際
教材・指導法の研究等
(オンライン演習を含む)

実習期間（３～６ヶ月）
授業づくりなどの実践的研修
（複数校可）
（任意）
公開講座受講
免許法認定公開講座受講
筑波大学障害科学類，人間総合科学研究院障害科学学位プログラム・リハビリテーション科学学位プログラム開設科目の聴講






自主テーマによる研修，研究


指導力向上研修







短期実践実習，演習，講話等を通して，特別支援教育における総合
的な指導力を高める。
ねらい
１ヶ月，３ヶ月
期間











附属学校における
短期実践実習





演習
講話等

主な研修内容

特別支援教育に関する講話


子どもの理解
アセスメント
指導・支援の実際
教材・指導法の研究等
(オンライン演習を含む)


実習期間（2～６週間程度）
授業参観








　【問合せ先】筑波大学特別支援教育連携推進グループ   　 
〒112-0012 東京都文京区大塚３－２９－１ 
電話：０３－３９４２－６９２３　E-mail：snerc@human.tsukuba.ac.jp


